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「
地
震
」か
ら
大
切
な
も
の
を
守
る

特
集
１

特集２

アウトドア遊び

悠
久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す
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２
０
２
４
年
夏
、
ど
こ
の
店
を
探
し
て

も
お
米
が
買
え
な
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。
前
年
産
米
の
供
給
量
が
少
な
か
っ

た
う
え
、
８
月
８
日
に
発
生
し
た
宮
崎
県

日
向
灘
地
震
・
津
波
を
機
に
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
が

出
さ
れ
、
不
安
に
駆
ら
れ
た
買
い
占
め
が

起
き
た
た
め
、
お
米
が
店
頭
か
ら
消
え
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
。
最
近
し
ば
し
ば
耳

に
す
る
名
称
で
す
。
南
海
ト
ラ
フ
は
静
岡

県
駿
河
湾
沖
か
ら
宮
崎
県
日
向
灘
に
お
よ

ぶ
７
０
０
㎞
以
上
の
海
溝
で
、
過
去
に
巨

大
地
震
が
何
度
も
起
き
て
い
ま
す
。

　
大
阪
管
区
気
象
台
の
特
設
ペ
ー
ジ
に
よ

る
と
、「
概
ね
１
０
０
〜
１
５
０
年
間
隔
で

繰
り
返
し
発
生
す
る
地
震
」
で
あ
り
、「
前

回
の
昭
和
南
海
地
震
（
１
９
４
６
年
）」
か

ら
約
80
年
経
過
し
て
い
る
た
め
、「
発
生
の

切
迫
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
」。
今
年

１
月
、
政
府
の
地

震
調
査
研
究
推
進

本
部
は
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
30
年
以

内
の
発
生
確
率
を

「
70
〜
80
％
」
か
ら

「
80
％
程
度
」
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

〝
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
〞
と
い
う
こ
と
で
す
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
規
模
は
、
最
大
震

度
７
、
想
定
津
波
高
最
大
30
ｍ
超
。
被
害

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
奈
良
は
災
害
が
少
な
い
地
域
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
古
代
国
家
の
中
心
地
だ
っ
た

の
も
そ
の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
奈
良
盆
地
東
縁
断
層
帯
な
ど
活
断

層
に
よ
る
内
陸
型
地
震
や
、
海
溝
型
地
震

で
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
脅
威
で
す
。

　
ど
の
よ
う
な
警
戒
と
備
え
が
必
要
な
の

で
し
ょ
う
か
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、『
奈
良

県
地
域
防
災
計
画
　
地
震
編
』（
奈
良
県
防

災
会
議
）に
は「
住
民
の
役
割
」と
し
て
、「
防

災
の
基
本
で
あ
る
「
自
ら
の
安
全
は
自
ら

が
守
る
」
と
い
う
原
則
に
基
づ
き
、
最
低

３
日
間
、
推
奨
１
週
間
分
の
食
料
、
飲
料

水
及
び
生
活
必
需
品
を
非
常
時
に
持
ち
出

し
が
で
き
る
状
態
で
備
蓄
す
る
よ
う
努
め

る
。」
と
あ
り
ま
す
（
広
域
災
害
（
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
等
）
対
策
計
画
／
第
15
節

／
物
資
等
の
確
保
）。
ま
た
、
気
象
庁
の
サ

イ
ト
で
は
冊
子
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
―
そ

の
日
が
来
た
ら
…
」
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

？

      

月
之
瀬
村
の
今
西

伊
介
に
よ
る
嘉
永
７
年

『
地
震
帳
』。「
大
大
大
大

大
大
大
を
う
ぢ
し
ん
」

「
ゑ（
家
）こ
け 

く
ら
こ

け 

小
や
こ
け
」「
う
し 

む
ま（
馬
） 

い
ぬ 

ち
ん

（
犬
種
） 

ね
こ
ま
で
も
ふ

る
へ
け
り
」「
み
ち
わ
れ 

山
わ
れ
」「
凡
十
日
は
か

り
も
野
宿
い
た
し
申
候
」

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
奈
良
市
指
定
文
化
財
／

月
ヶ
瀬 

個
人
蔵
／
奈
良

市
教
育
委
員
会
提
供
）

兵庫県南部地震で被災した民家の台所（再現）／北淡震災記念公園「メモリアルハウス」

忘
れ
た
こ
ろ
に
来
る

地 震

1

お店の詳しい情報は
こちらをチェック

粉モン りんたろう

一丁焼き たい焼き

住　所　奈良市東向南町16
営業日　12:00～17:00
駐車場　無し
定休日　年中無休（Instagram要確認）
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近
鉄
奈
良
駅
か
ら
東
向
商
店
街
を
歩
い
て
約
３

分
、興
福
寺
に
通
じ
る
坂
の
路
地
へ
。「
り
ん
た
ろ

う
」は
、１
匹
だ
け
焼
け
る
鋳
物
の
型
で
焼
く「
一
丁

焼
き
」専
門
の
た
い
焼
き
屋
さ
ん
。趣
の
あ
る
手
書

き
文
字
が
躍
る
の
ぼ
り
が
目
印
で
す
。

　「
順
番
に
焼
き
ま
す
か
ら
、少
し
お
待
ち
く
だ
さ

い
」。１
匹
ず
つ
焼
く
、し
か
も
前
に
子
ど
も
２
人
を

連
れ
た
ご
夫
婦
が
期
待
顔
で
待
っ
て
い
る
の
で
、気

を
長
く
し
て
待
つ
こ
と
５
、６
分
。ア
チ
チ
な
た
い

焼
き
と
ご
対
面
。パ
リ
ッ
と
し
た
表
皮
、モ
チ
っ
と

し
た
生
地
。く
る
ま
れ
た
粒
あ
ん
と
の
競
演
。店
先

の
長
い
す
に
腰
か
け
て
、は
ふ
は
ふ
と
い
た
だ
き
ま

し
た
。空
気
を
読
む
こ
と
を
知
ら
な
い
素
直
す
ぎ
る

幼
い
子
ど
も
の「
お
い
し
ー
」の
ひ
と
言
が
、す
べ
て

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
り
ん
た
ろ
う
さ
ん
の
あ
る
坂
に
は
、か
つ
て
興
福

寺
の「
不
開
の
門
」が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。西
向
き

だ
っ
た
た
め
、不
浄
な
も
の
や
、興
福
寺
の
修
行
か

ら
脱
落
し
た
者
が
出
て
い
っ
た
と
か
。一
日
に
何
匹

も
、焼
き
た
て
の
た
い
焼
き
は
店
頭
で
口
に
入
る
か
、

不
開
坂
を
出
て
い
く
か
し
ま
す
。そ
う
い
え
ば
、今

年
、発
表
か
ら
50
周
年
を
迎
え
た『
お
よ
げ
！
た
い
や

き
く
ん
』も
、最
後
は
釣
ら
れ
て
、食
べ
ら
れ
た
っ
け
。

奈良県内
の

おいしい

お店をご
紹介

あ
け
ず

あ
け
ず
の
さ
か

焼きたてぴちぴち

1 ～ 3

4 ～ 5

6

7

8 ～ 9

10 ～ 11

12

13
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脱
落
し
た
者
が
出
て
い
っ
た
と
か
。一
日
に
何
匹

も
、焼
き
た
て
の
た
い
焼
き
は
店
頭
で
口
に
入
る
か
、

不
開
坂
を
出
て
い
く
か
し
ま
す
。そ
う
い
え
ば
、今

年
、発
表
か
ら
50
周
年
を
迎
え
た『
お
よ
げ
！
た
い
や

き
く
ん
』も
、最
後
は
釣
ら
れ
て
、食
べ
ら
れ
た
っ
け
。

奈良県内
の

おいしい

お店をご
紹介

あ
け
ず

あ
け
ず
の
さ
か

焼きたてぴちぴち

1 ～ 3

4 ～ 5

6

7

8 ～ 9

10 ～ 11

12

13

● 地震に備えよう

● 始まるよ！ 

● 探求のトビラ⑧ e METRO MOBILITY TOWN

● ならキャラ シューカ（蹴鹿）くん（奈良クラブ）

● アウトドア遊び Vol.8 乗馬体験（生駒市）

● リレー連載 世界遺産 奈良の風景㉚

● 知の羅針盤 生成AIは、模倣か創造か？
● Biblio 啓林堂書店の外さない本棚

■淡路島と聞くと「甲子園フェリー」を懐かしく思い出
す人がいるかもしれません。甲子園フェリーに自転車で
乗り込み、キャンプをしつつ、淡路島を１周したのは中
学３年の夏でした。■淡路島北部の野島断層がズレたの
は1995年１月17日5：46。私が住んでいた町内では地震に
よる地滑りで34人が亡くなりました。大震災の後、明石
海峡大橋が架けられ、淡路島へ行く人が増えました。
海、花、美味、伝統芸能、釣りやイルカと一緒に泳ぐと
いったマリンレジャー、お猿さんとの触れあい。西海岸
も人気です。高速道路で素通りする人もいますが、たま
には淡路島をドライブしてみてください。■今号は、南
海トラフ地震がいつ発生してもおかしくないとされる
今、地震への備え・対策を点検してみませんかという思
いで、地震を巡る特集を掲載。いよいよ開幕する大阪・
関西万博、生駒で乗馬、五條の豆腐なども詰め合わせま
した。弊誌が、新年度に漕ぎ出る皆さんのナビゲーター
になりますように。

本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。

わたしたちができる環境づくり
自然との共存を図りながら

限りある資源を大切に使い環境を守っていく̶
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます

本　　　社：〒630-8013  奈 良 市 三 条 大 路 2 丁 目 2 - 6　TEL 0742-33-1221　FAX 0742-33-7035
大 阪 支 社：〒542-0082  大阪市中央区島之内1丁目12-3　TEL 06-6271-7951　FAX 06-6271-7954
東 京 支 社：〒116-0014  東京都荒川区東日暮里5丁目6-4　TEL 03-3802-4741　FAX 03-3802-4740

共同精版印刷株式会社
編集／制作／発行

https://www.ksp-group.co.jp/

編 集 余 話

奈良の観光情報まとめサイト

ホームページ 公式X

● 奈良色十色 08 卯の花色

２０２５大阪・関西万博
４月13日開幕！



　
宝
永
４
（
１
７
０
７
）
年
10
月
４
日
（
新

暦
10
月
28
日
）
14
時
ご
ろ
に
発
生
。
推
定

Ｍ
8.4
、
震
源
は
和
歌
山
県
潮
岬
沖
。
九
州

東
南
部
か
ら
房
総
半
島
ま
で
太
平
洋
沿
岸

を
津
波
が
襲
い
、
死
者
は
５
千
人
以
上
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
後

の
調
査
研
究
で
は
大
阪
だ
け
で
２
万
人
以

上
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
の
被
害
は
、

江
戸
後
期
の
歴
史
書
『
続
史
愚
抄
』
に
「
大

和
ま
た
甚
だ
し
く
、
法
華
寺
塔
倒
れ
、
永

久
寺
内
山
諸
堂
大
破
す
」、
当
時
の
全
国
代

官
所
別
被
害
を
ま
と
め
た
資
料
『
竹
橋
余

筆
別
集
』
に
潰
家
３
２
１
９
戸
、
破
損
家

３
５
９
５
戸
、
死
者
63
人
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
地
震
の
１
ヶ
月
半
後
、
富
士

山
が
大
噴
火
し
ま
し
た
。

写真提供：中央気象台 編『昭和十一年二月二十一日河内大
和強震概報』, 中央気象台, 昭11. 国立国会図書館デジタルコ
レクション

      

「
や
大
地
震
な
り
は
や
く
出
よ
」「
早
く

来
て
被
下
親
父
様
弟
二
人
お
し
に
打
れ
得
出

ぬ
な
り
」「
今
に
も
家
崩
れ
候
や
と
思
ふ
如
く

ゆ
り
来
る
」な
ど
、発
生
時
の
緊
迫
し
た
様
子

が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
市
古
市
で
平
尾
池
が
決
壊

し
、「
死
人
百
三
十
六
人
有
」（
笹
岡

家
文
書
）。池
を
普
請
し
た
碑
が
残

り
ま
す
。

      

石
打
村（
月
ヶ
瀬
）

の
六
兵
衛
33
歳
が
記
し
た

『
大
地
震
難
渋
日
記
』（
奈

良
市
指
定
文
化
財
／
月
ヶ

瀬
石
打
自
治
会
蔵
／
奈
良

市
教
育
委
員
会
提
供
）

　
地
震
の
現
状
や
情
報
を
紹
介
し
な
が
ら
、

奈
良
県
の
地
震
リ
ス
ク
、
命
を
守
る
た
め
の

備
え
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
奈
良
県
周
辺
に
あ
る
奈
良
盆
地
東
縁
断
層

帯
と
生
駒
断
層
帯
で
は
、
政
府
の
地
震
調
査

研
究
推
進
本
部
の
長
期
評
価
に
よ
る
と
、
兵

庫
県
南
部
地
震
と
同
程
度
の
地
震
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
、
ほ

ぼ
０
〜
５
％
（
東
縁
）、ほ
ぼ
０
〜
0.2
％
（
生
駒
）

で
す
。
と
て
も
小
さ
な
数
字
で
す
が
、
２
０
１

６
年
に
熊
本
地
震
を
発
生
さ
せ
た
布
田
川
断

層
帯
の
確
率
は
、
ほ
ぼ
０
〜
0.9
％
で
し
た
。
活

断
層
が
あ
れ
ば
、
地
震
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
考

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
活
断
層
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
場
所
で
も
被
害
を
も
た
ら
す
よ
う

な
地
震
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
地
震
は
、
一
度
に
全
域
が
強
く
揺
れ
た

１
７
０
７
年
宝
永
地
震
、
東
側
で
発
生
し
た

約
32
時
間
後
に
西
側
で
も
発
生
し
た
１
８
５

４
年
安
政
の
東
海
・
南
海
地
震
、
先
発
地
震

と
後
発
地
震
の
間
隔
が
２
年
あ
っ
た
昭
和
の

東
南
海
・
南
海
地
震
と
い
う
よ
う
に
、
発
生

の
仕
方
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
長
期

評
価
で
は
30
年
以
内
発
生
確
率
は
「
80
％
程

度
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
震
情
報
に
は
、
緊
急
地
震
速
報
や
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
あ
り
ま
す
。
２
０

２
４
年
の
能
登
半
島
地
震
で
、
奈
良
県
に
も

「
速
報
」
が
発
表
さ
れ
、
速
報
か
ら
実
際
に
揺

れ
る
ま
で
約
30
秒
で
し
た
。
震
源
が
近
け
れ

ば
、
速
報
発
表
前
に
強
い
揺
れ
が
到
達
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
奈
良
か
ら
遠
い
場
所

の
地
震
で
は
と
て
も
有
効
な
情
報
で
す
。

　「
速
報
」「
臨
時
」
と
も
予
知
情
報
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
慌
て
ず
、

状
況
に
応
じ
て
身
の
安
全
を
守
る
行
動
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
巨
大
地
震
は
突
然
起
こ
る
の
で
、
日
頃
の

備
え
や
点
検（
住
宅
の
耐
震
化
、家
具
の
固
定
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
、
自
宅
や
避
難
場

所
周
辺
の
危
険
箇
所
の
把
握
、
非
常
用
持
出

袋
の
準
備
、
水
・
食
料
の
備
蓄
、
家
族
や
友

人
と
の
連
絡
手
段
の
確
認
な
ど
）
が
重
要
で

す
。
地
域
の
防
災
訓
練
に
も
参
加
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

﹇
２
０
２
５
年
１
月
16
日
「
防
災
学
習
会
」
で
収
録
﹈

緊
急
地
震
速
報
＝
強
い
揺
れ
（
震
度
５
弱
以
上
ま
た
は

長
周
期
地
震
動
階
級
３
以
上
）
が
予
想
さ
れ
た
場
合
に

発
表
さ
れ
、
強
い
揺
れ
や
震
度
４
が
予
想
さ
れ
る
地
域

名
が
速
報
さ
れ
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
＝
想
定
震
源
域
・
周
辺
で

Ｍ
6.8
以
上
の
地
震
、も
し
く
は
、通
常
と
は
異
な
る
ゆ
っ

く
り
す
べ
り
の
可
能
性
が
発
生
し
た
場
合
に
出
さ
れ

る
。「
調
査
中
」
に
始
ま
り
、
巨
大
地
震
警
戒
、
巨
大

地
震
注
意
、
調
査
終
了
の
３
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

　
野
島
断
層
は
、
１
９
９
５
年
１
月
17
日
５
時
46

分
に
発
生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
（
Ｍ
7.3
）
の
震

源
と
な
っ
た
活
断
層
で
す
。
保
存
館
で
は
地
表
に

現
れ
た
断
層
の
う
ち
、
延
長
約
１
８
５
ｍ
を
保
存
・

公
開
。
0.2
〜
0.5
ｍ
の
上
下
変
位
、
0.7
〜
1.5
ｍ
の
右

横
ず
れ
は
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
物
語

り
ま
す
。

　
断
層
の
ほ
か
、
国
道
43
号
が
倒
壊
し
た
様
子
の

再
現
模
型
や
断
層
至
近
で
も
倒
壊
を
免
れ
た
民
家

な
ど
、
様
々
な
震
災
遺
構
や
資
料
・
映
像
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
淡
路
島
を
訪
ね
た
ら
、

こ
こ
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
て
く
だ
さ
い
。

北
淡
震
災
記
念
公
園

野
島
断
層
保
存
館

兵庫県淡路市小倉177

●開館時間　9：00～17：00
●定 休 日　12月下旬
●料　　金　大　人 730円
　　　　　　中高生 310円
　　　　　　小学生 260円

兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）発生から                        年

上下に約50㎝ずれた主断層と
最大25㎝ずれた副断層が露出した野島断層の一部

国道43号倒壊再現模型公式サイト

奈
良
地
方
気
象
台 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
官    

森 

裕
輝 

氏

地
震
に
備
え
よ
う
！ 

正
し
い
知
識
と
行
動
が
命
を
救
う

奈良県周辺の
主な活断層

木津川断層帯

生駒断層帯 奈良盆地東縁断層帯

奈良市

地震に備える地震を ぶ 奈良の震災史

30

宝
永
地
震

❶

　嘉永７（1854）年６月15日（新暦７月９日）２時ごろ発生。
推定Ｍ7.3。震源は伊賀市近辺。木津川断層帯の活動による
内陸型地震。

伊賀上野地震❷

　昭和27（1952）年７月18日深夜１時10分ごろ、
奈良県中部を震源に推定Ｍ6.7の地震が発生。
翌日の『大和タイムス』（現奈良新聞）臨時夕
刊は「死傷者八名にたっす」「旅館から飛降り
即死」「櫻井でもショック死」「春日大社で燈
ろう七百倒壊」などの見出しをつけて各地の
被害を伝えました。

吉野地震❹

　
昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
２
月
21
日

10
時
８
分
、
二
上
山
の
南
側
を
震
源
に

推
定
Ｍ
6.4
の
強
震
が
発
生
。
奈
良
県
内

で
は
死
者
１
人
、
薬
師
寺
・
唐
招
提
寺
・

法
隆
寺
の
建
造

物
破
損
、
工
場

煙
突
が
折
れ
る
、

堤
防
に
亀
裂
、

小
学
校
で
避
難

中
の
児
童
５
人

が
負
傷
…
な
ど

の
被
害
。 河

内
大
和
大
地
震

❸

奈良文化財研究所
「歴史災害痕跡データベース」
いつどんな災害が発生したのか？
推定震度、被害状況、記述された史料などを調べてみよう。

https://hde-gis.nabunken.go.jp/
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宝
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１
７
０
７
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年
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月
４
日
（
新
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）
14
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Ｍ
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現
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が
ら
、

奈
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県
の
地
震
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ク
、
命
を
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た
め
の

備
え
な
ど
に
つ
い
て
お
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し
し
ま
す
。

　
奈
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県
周
辺
に
あ
る
奈
良
盆
地
東
縁
断
層

帯
と
生
駒
断
層
帯
で
は
、
政
府
の
地
震
調
査

研
究
推
進
本
部
の
長
期
評
価
に
よ
る
と
、
兵

庫
県
南
部
地
震
と
同
程
度
の
地
震
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
、
ほ

ぼ
０
〜
５
％
（
東
縁
）、ほ
ぼ
０
〜
0.2
％
（
生
駒
）

で
す
。
と
て
も
小
さ
な
数
字
で
す
が
、
２
０
１

６
年
に
熊
本
地
震
を
発
生
さ
せ
た
布
田
川
断

層
帯
の
確
率
は
、
ほ
ぼ
０
〜
0.9
％
で
し
た
。
活

断
層
が
あ
れ
ば
、
地
震
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
考

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
活
断
層
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
場
所
で
も
被
害
を
も
た
ら
す
よ
う

な
地
震
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
地
震
は
、
一
度
に
全
域
が
強
く
揺
れ
た

１
７
０
７
年
宝
永
地
震
、
東
側
で
発
生
し
た

約
32
時
間
後
に
西
側
で
も
発
生
し
た
１
８
５

４
年
安
政
の
東
海
・
南
海
地
震
、
先
発
地
震

と
後
発
地
震
の
間
隔
が
２
年
あ
っ
た
昭
和
の

東
南
海
・
南
海
地
震
と
い
う
よ
う
に
、
発
生

の
仕
方
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
長
期

評
価
で
は
30
年
以
内
発
生
確
率
は
「
80
％
程

度
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
震
情
報
に
は
、
緊
急
地
震
速
報
や
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
あ
り
ま
す
。
２
０

２
４
年
の
能
登
半
島
地
震
で
、
奈
良
県
に
も

「
速
報
」
が
発
表
さ
れ
、
速
報
か
ら
実
際
に
揺

れ
る
ま
で
約
30
秒
で
し
た
。
震
源
が
近
け
れ

ば
、
速
報
発
表
前
に
強
い
揺
れ
が
到
達
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
奈
良
か
ら
遠
い
場
所

の
地
震
で
は
と
て
も
有
効
な
情
報
で
す
。

　「
速
報
」「
臨
時
」
と
も
予
知
情
報
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
慌
て
ず
、

状
況
に
応
じ
て
身
の
安
全
を
守
る
行
動
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
巨
大
地
震
は
突
然
起
こ
る
の
で
、
日
頃
の

備
え
や
点
検（
住
宅
の
耐
震
化
、家
具
の
固
定
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
、
自
宅
や
避
難
場

所
周
辺
の
危
険
箇
所
の
把
握
、
非
常
用
持
出

袋
の
準
備
、
水
・
食
料
の
備
蓄
、
家
族
や
友

人
と
の
連
絡
手
段
の
確
認
な
ど
）
が
重
要
で

す
。
地
域
の
防
災
訓
練
に
も
参
加
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

﹇
２
０
２
５
年
１
月
16
日
「
防
災
学
習
会
」
で
収
録
﹈

緊
急
地
震
速
報
＝
強
い
揺
れ
（
震
度
５
弱
以
上
ま
た
は

長
周
期
地
震
動
階
級
３
以
上
）
が
予
想
さ
れ
た
場
合
に

発
表
さ
れ
、
強
い
揺
れ
や
震
度
４
が
予
想
さ
れ
る
地
域

名
が
速
報
さ
れ
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
＝
想
定
震
源
域
・
周
辺
で

Ｍ
6.8
以
上
の
地
震
、も
し
く
は
、通
常
と
は
異
な
る
ゆ
っ

く
り
す
べ
り
の
可
能
性
が
発
生
し
た
場
合
に
出
さ
れ

る
。「
調
査
中
」
に
始
ま
り
、
巨
大
地
震
警
戒
、
巨
大

地
震
注
意
、
調
査
終
了
の
３
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

　
野
島
断
層
は
、
１
９
９
５
年
１
月
17
日
５
時
46

分
に
発
生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
（
Ｍ
7.3
）
の
震

源
と
な
っ
た
活
断
層
で
す
。
保
存
館
で
は
地
表
に

現
れ
た
断
層
の
う
ち
、
延
長
約
１
８
５
ｍ
を
保
存
・

公
開
。
0.2
〜
0.5
ｍ
の
上
下
変
位
、
0.7
〜
1.5
ｍ
の
右

横
ず
れ
は
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
物
語

り
ま
す
。

　
断
層
の
ほ
か
、
国
道
43
号
が
倒
壊
し
た
様
子
の

再
現
模
型
や
断
層
至
近
で
も
倒
壊
を
免
れ
た
民
家

な
ど
、
様
々
な
震
災
遺
構
や
資
料
・
映
像
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
淡
路
島
を
訪
ね
た
ら
、

こ
こ
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
て
く
だ
さ
い
。

北
淡
震
災
記
念
公
園

野
島
断
層
保
存
館

兵庫県淡路市小倉177

●開館時間　9：00～17：00
●定 休 日　12月下旬
●料　　金　大　人 730円
　　　　　　中高生 310円
　　　　　　小学生 260円

兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）発生から                        年

上下に約50㎝ずれた主断層と
最大25㎝ずれた副断層が露出した野島断層の一部

国道43号倒壊再現模型公式サイト

奈
良
地
方
気
象
台 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
官    

森 

裕
輝 

氏

地
震
に
備
え
よ
う
！ 

正
し
い
知
識
と
行
動
が
命
を
救
う

奈良県周辺の
主な活断層

木津川断層帯

生駒断層帯 奈良盆地東縁断層帯

奈良市

地震に備える地震を ぶ 奈良の震災史

30

宝
永
地
震

❶

　嘉永７（1854）年６月15日（新暦７月９日）２時ごろ発生。
推定Ｍ7.3。震源は伊賀市近辺。木津川断層帯の活動による
内陸型地震。

伊賀上野地震❷

　昭和27（1952）年７月18日深夜１時10分ごろ、
奈良県中部を震源に推定Ｍ6.7の地震が発生。
翌日の『大和タイムス』（現奈良新聞）臨時夕
刊は「死傷者八名にたっす」「旅館から飛降り
即死」「櫻井でもショック死」「春日大社で燈
ろう七百倒壊」などの見出しをつけて各地の
被害を伝えました。

吉野地震❹

　
昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
２
月
21
日

10
時
８
分
、
二
上
山
の
南
側
を
震
源
に

推
定
Ｍ
6.4
の
強
震
が
発
生
。
奈
良
県
内

で
は
死
者
１
人
、
薬
師
寺
・
唐
招
提
寺
・

法
隆
寺
の
建
造

物
破
損
、
工
場

煙
突
が
折
れ
る
、

堤
防
に
亀
裂
、

小
学
校
で
避
難

中
の
児
童
５
人

が
負
傷
…
な
ど

の
被
害
。 河

内
大
和
大
地
震

❸

奈良文化財研究所
「歴史災害痕跡データベース」
いつどんな災害が発生したのか？
推定震度、被害状況、記述された史料などを調べてみよう。

https://hde-gis.nabunken.go.jp/
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誘
致
成
功
か
ら
６
年
半
。い
よ
い
よ
、「
大

阪
・
関
西
万
博
」（
正
式
名
称
：
２
０
２
５

年
日
本
国
際
博
覧
会
）
が
２
０
２
５
年
４

月
13
日
、
同
年
10
月
13
日
ま
で
の
１
８
４

日
間
の
日
程
で
開
幕
し
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来

社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
、
コ
ン
セ
プ
ト
は

「People’s Living Lab

（
未
来
社
会
の

実
験
場
）」
で
す
。

　
す
べ
て
の
い
の
ち
が
個
々
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
発
揮
で
き
る
生
き
方
と
、
そ
れ

を
支
え
る
世
界
を
、
社
会
的
に
未
実
装
の

最
新
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
試
行
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
一
緒
に
創
っ
て
い
こ
う
よ
！

　
そ
ん
な
宣
誓
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　〝
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
〞
に
参
加
で
き

る
会
場
は
、
大
阪
・
夢
洲
。
全
長
約
２
㎞
、

内
径
約
６
１
５
ｍ
、
最
大
高
さ
20
ｍ
の
木

造
「
大
屋
根
リ
ン
グ
」
が

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
公
式
参
加

表
明
を
し
て
い
る
１
５
８

カ
国
・
地
域
、
９
国
際
機

関
（
２
０
２
４
年
12
月
27

日
現
在
）
と
、
国
内
４
、

民
間
13
の
パ
ビ
リ
オ
ン
、

映
画
作
家
の
河
瀨
直
美
さ

ん
ら
８
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
よ
る
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
パ
ビ
リ
オ
ン
が
建

ち
並
び
、
最
大
１
万
６
０

０
０
人
が
集
え
る
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
ア
リ
ー
ナ
や
水
面
舞
台
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

プ
ラ
ザ
」
な
ど
も
含
め
、
会
場
全
体
で
、

来
場
者
が
参
加
・
交
流
・
体
感
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
が
毎
日
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
55
年
前
の
大
阪
万
博
で
既
に
ロ
ボ
ッ
ト

が
登
場
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
も
ア
ッ

と
驚
く
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
実
装
さ
れ

た
ロ
ボ
ッ
ト
や
シ
ス
テ
ム
が
、
私
た
ち
に

「
未
来
」
を
見
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
せ
ん
か
―
。

　「
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
べ
き
だ
」
と
小

説
に
書
い
た
の
は
こ
の
４
月
に
一
周
忌
を

迎
え
る
米
国
作
家
Ｐ
・
オ
ー
ス
タ
ー
。
名

句
を
も
じ
ら
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
、「
と
に

か
く
（
万
博
に
）
行
っ
て
み
る
べ
き
だ
」

で
す
。
開
幕
時
が
完
成
形
で
は
な
く
、
期

間
中
も
み
ん
な
で
創
っ
て
、
成
長
・
進
展

し
て
い
く
万
博
に
な
り
そ
う
で
す
。

始まるよ！始まるよ！

世界と未来が
大阪に集う184日間
世界と未来が
大阪に集う184日間

住友館
（住友ＥＸＰＯ２０２５推進委員会）
森を舞台に〝いのちの物語〟
を紡ぎながら、来館者が参加
できる「植林体験」を実施。
人と森とあらゆるいのちが響
きあい、調和する未来を見つ
ける旅に出かけましょう。

GUNDAM NEXT FUTURE PAVILION
（株式会社バンダイナムコホールディングス）
ガンダムシリーズが描いてきた「宇宙での暮らし」や「実現していない科学技
術」を新たな未来の可能性として捉え、新規映像とフェーズ0から7までのパ
ビリオン空間を通して描き出す。実物大のガンダム像も見どころ。ガンダムを
通して世界中の人 と々「未来」を考えるきっかけの場となることを目指す。

パビリオンは、出展者の「文化伝統・先進技術・ライフ
スタイル・未来への取り組み」などを観覧・体験できる
展示館です。万博への来場はチケット購入時に日時予約
が原則必要で、パビリオン・イベント来場の抽選申込が
可能です。

　最高気温3.9℃、積雪２㎝、大雪警報…1970年３月13日
の大阪の空を何人が不安そうに見上げていたことでしょ
う。しかし翌日は晴れ、待望の大阪万博開会式が行われま
した。吹奏楽団の演奏にのって参加国が入場。巨大なくす
玉が割られ、２万羽の折り鶴などが舞いました。1970大阪
万博の入場者数は6421万8770人！　一日最多は９月５日
の83万5832人。あまりの混雑ぶりに、大阪万博のテーマ
「人類の進歩と調和」をもじって、「人類の辛抱と長蛇」と
揶揄されたのも、今では笑い話です。
　奈良県からは『日本館』に法隆寺百済観音や信貴山縁起
絵巻、『万国美術館』に法隆寺救世観音菩薩立像や薬師寺吉
祥天など48点が出陳されました。東大寺にあった七重塔を
模した万博七重塔も天を突き、その金色の相輪は東大寺に
移設され、今も大仏殿と鐘楼の間にそびえています。
　2025大阪・関西万博で奈良県は次の催事を予定しています。

❶4／15㈫～4／26㈯
　関西パビリオン多目的エリア（市町村PRブース等）
❷5／27㈫～5／29㈭
　EXPOアリーナMatsuri（能楽や燈花会、食ブース等）
❸9／12㈮～9／25㈭

映画作家の河瀨直美さんがプロデューサーを務めるシグネ
チャーパビリオン「Dialogue Theater -いのちのあかし-」

（万博ピアノの演奏、河瀨氏監修市町村PR動画の放映等）

「アオと夜の虹のパレード」
（サントリーホールディングス株式
会社／ダイキン工業株式会社）
水上舞台空間「ウォータープ
ラザ」で行われる、水、空気、
光、炎、映像、音楽が織りな
すスペクタクルショー。会期
中の日没後に毎日実施予定
です。

２０２５大阪・関西万博Information
 会　　期　2025年4月13日㈰～2025年10月13日㈪・㈷
 開場時間　9：00～22：00（会期中無休）
 会　　場　大阪・夢洲
 アクセス　大阪メトロ中央線「夢洲」駅
 　　　　　主要鉄道駅からシャトルバス
 　　　　　指定駐車場からのパークアンドライド
 　　　　　伊丹、関空各空港直行バス
 　　　　　※会場周辺に駐車場はありません。
 チケット　チケットの種類、価格、購入ガイド等は公式サイト
 　　　　　「チケットインフォメーション」をご覧ください。
 　　　　　https://www.expo2025.or.jp/tickets-index/

い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン

パ
ビ
リ
オ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う

1970→2025 EXPOの記憶

お申し込みは
こちら

２０２５大阪・関西万博
4月13日開幕！

会場およびパビリオン等の画像はイメージです。

奈良県応援キャラクター　提供：大阪・関西万博奈良県実行委員会

提供：ダイキン工業・サントリーHD

©Sumitomo EXPO2025 Promotion Committee

©創通・サンライズ

画像提供：２０２５年日本国際博覧会協会
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誘
致
成
功
か
ら
６
年
半
。い
よ
い
よ
、「
大

阪
・
関
西
万
博
」（
正
式
名
称
：
２
０
２
５

年
日
本
国
際
博
覧
会
）
が
２
０
２
５
年
４

月
13
日
、
同
年
10
月
13
日
ま
で
の
１
８
４

日
間
の
日
程
で
開
幕
し
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来

社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
、
コ
ン
セ
プ
ト
は

「People’s Living Lab

（
未
来
社
会
の

実
験
場
）」
で
す
。

　
す
べ
て
の
い
の
ち
が
個
々
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
発
揮
で
き
る
生
き
方
と
、
そ
れ

を
支
え
る
世
界
を
、
社
会
的
に
未
実
装
の

最
新
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
試
行
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
一
緒
に
創
っ
て
い
こ
う
よ
！

　
そ
ん
な
宣
誓
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　〝
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
〞
に
参
加
で
き

る
会
場
は
、
大
阪
・
夢
洲
。
全
長
約
２
㎞
、

内
径
約
６
１
５
ｍ
、
最
大
高
さ
20
ｍ
の
木

造
「
大
屋
根
リ
ン
グ
」
が

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
公
式
参
加

表
明
を
し
て
い
る
１
５
８

カ
国
・
地
域
、
９
国
際
機

関
（
２
０
２
４
年
12
月
27

日
現
在
）
と
、
国
内
４
、

民
間
13
の
パ
ビ
リ
オ
ン
、

映
画
作
家
の
河
瀨
直
美
さ

ん
ら
８
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
よ
る
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
パ
ビ
リ
オ
ン
が
建

ち
並
び
、
最
大
１
万
６
０

０
０
人
が
集
え
る
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
ア
リ
ー
ナ
や
水
面
舞
台
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

プ
ラ
ザ
」
な
ど
も
含
め
、
会
場
全
体
で
、

来
場
者
が
参
加
・
交
流
・
体
感
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
が
毎
日
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
55
年
前
の
大
阪
万
博
で
既
に
ロ
ボ
ッ
ト

が
登
場
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
も
ア
ッ

と
驚
く
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
実
装
さ
れ

た
ロ
ボ
ッ
ト
や
シ
ス
テ
ム
が
、
私
た
ち
に

「
未
来
」
を
見
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
せ
ん
か
―
。

　「
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
べ
き
だ
」
と
小

説
に
書
い
た
の
は
こ
の
４
月
に
一
周
忌
を

迎
え
る
米
国
作
家
Ｐ
・
オ
ー
ス
タ
ー
。
名

句
を
も
じ
ら
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
、「
と
に

か
く
（
万
博
に
）
行
っ
て
み
る
べ
き
だ
」

で
す
。
開
幕
時
が
完
成
形
で
は
な
く
、
期

間
中
も
み
ん
な
で
創
っ
て
、
成
長
・
進
展

し
て
い
く
万
博
に
な
り
そ
う
で
す
。

始まるよ！始まるよ！

世界と未来が
大阪に集う184日間
世界と未来が
大阪に集う184日間

住友館
（住友ＥＸＰＯ２０２５推進委員会）
森を舞台に〝いのちの物語〟
を紡ぎながら、来館者が参加
できる「植林体験」を実施。
人と森とあらゆるいのちが響
きあい、調和する未来を見つ
ける旅に出かけましょう。

GUNDAM NEXT FUTURE PAVILION
（株式会社バンダイナムコホールディングス）
ガンダムシリーズが描いてきた「宇宙での暮らし」や「実現していない科学技
術」を新たな未来の可能性として捉え、新規映像とフェーズ0から7までのパ
ビリオン空間を通して描き出す。実物大のガンダム像も見どころ。ガンダムを
通して世界中の人 と々「未来」を考えるきっかけの場となることを目指す。

パビリオンは、出展者の「文化伝統・先進技術・ライフ
スタイル・未来への取り組み」などを観覧・体験できる
展示館です。万博への来場はチケット購入時に日時予約
が原則必要で、パビリオン・イベント来場の抽選申込が
可能です。

　最高気温3.9℃、積雪２㎝、大雪警報…1970年３月13日
の大阪の空を何人が不安そうに見上げていたことでしょ
う。しかし翌日は晴れ、待望の大阪万博開会式が行われま
した。吹奏楽団の演奏にのって参加国が入場。巨大なくす
玉が割られ、２万羽の折り鶴などが舞いました。1970大阪
万博の入場者数は6421万8770人！　一日最多は９月５日
の83万5832人。あまりの混雑ぶりに、大阪万博のテーマ
「人類の進歩と調和」をもじって、「人類の辛抱と長蛇」と
揶揄されたのも、今では笑い話です。
　奈良県からは『日本館』に法隆寺百済観音や信貴山縁起
絵巻、『万国美術館』に法隆寺救世観音菩薩立像や薬師寺吉
祥天など48点が出陳されました。東大寺にあった七重塔を
模した万博七重塔も天を突き、その金色の相輪は東大寺に
移設され、今も大仏殿と鐘楼の間にそびえています。
　2025大阪・関西万博で奈良県は次の催事を予定しています。

❶4／15㈫～4／26㈯
　関西パビリオン多目的エリア（市町村PRブース等）
❷5／27㈫～5／29㈭
　EXPOアリーナMatsuri（能楽や燈花会、食ブース等）
❸9／12㈮～9／25㈭

映画作家の河瀨直美さんがプロデューサーを務めるシグネ
チャーパビリオン「Dialogue Theater -いのちのあかし-」

（万博ピアノの演奏、河瀨氏監修市町村PR動画の放映等）

「アオと夜の虹のパレード」
（サントリーホールディングス株式
会社／ダイキン工業株式会社）
水上舞台空間「ウォータープ
ラザ」で行われる、水、空気、
光、炎、映像、音楽が織りな
すスペクタクルショー。会期
中の日没後に毎日実施予定
です。

２０２５大阪・関西万博Information
 会　　期　2025年4月13日㈰～2025年10月13日㈪・㈷
 開場時間　9：00～22：00（会期中無休）
 会　　場　大阪・夢洲
 アクセス　大阪メトロ中央線「夢洲」駅
 　　　　　主要鉄道駅からシャトルバス
 　　　　　指定駐車場からのパークアンドライド
 　　　　　伊丹、関空各空港直行バス
 　　　　　※会場周辺に駐車場はありません。
 チケット　チケットの種類、価格、購入ガイド等は公式サイト
 　　　　　「チケットインフォメーション」をご覧ください。
 　　　　　https://www.expo2025.or.jp/tickets-index/

い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン

パ
ビ
リ
オ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う

1970→2025 EXPOの記憶

お申し込みは
こちら

２０２５大阪・関西万博
4月13日開幕！

会場およびパビリオン等の画像はイメージです。

奈良県応援キャラクター　提供：大阪・関西万博奈良県実行委員会

提供：ダイキン工業・サントリーHD

©Sumitomo EXPO2025 Promotion Committee

©創通・サンライズ

画像提供：２０２５年日本国際博覧会協会
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もっと知りたい!

T a n k y u  n o  T o b i r a

未
来
モ
ビ
リ
テ
ィ
体
験
型

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
遊
ぼ
う

e METRO MOBILITY TOWN

　
奈
良
か
ら
大
阪
・
関
西
万
博
の
会
場
最
寄
り

の「
夢
洲
」駅
ま
で
乗
り
換
え
な
し
で
ア
ク
セ
ス

で
き
る「
近
鉄
け
い
は
ん
な
線
〜O

saka 
M

etro

中
央
線
」。
途
中
、
森
ノ
宮
駅
で
下
車
、

徒
歩
約
10
分
の
場
所
に
、Osaka

M
etro

の

e
M

ET
RO

 M
O

BILIT
Y

 T
O

W
N

が
、２
０
２

５
年
10
月
19
日（
日
）ま
で
の
期
間
限
定
で
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
大
阪
の
ま
ち
や
乗
り
も
の
の

未
来
を
体
験
で
き
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
映
し
出

さ
れ
る
未
来
都
市
で
は
、
手
塚
治
虫
さ
ん
の

『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
に
描
か
れ
た
、
宙
に
浮
く
ク

ル
マ
が
走
り
、
空
を
飛
ぶ
ク
ル
マ
も
。
災
害
に

も
強
そ
う
で
す
。
交
通
・
乗
り
も
の
の
歴
史
映

像
が
車
両
の
窓
の
外
に
流
れ
た
り
、
自
分
で
塗

り
絵
し
た
乗
り
も
の
が
ア
ニ
メ
映
像
に
な
っ
て

レ
ー
ス
を
し
た
り
、
Ｅ
Ｖ
カ
ー
ト
を
サ
ー
キ
ッ

ト
で
運
転
し
た
り
。
未
来
を
自
由
に
想
像
す

る
・
体
験
す
る
楽
し
さ
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
場
内
を
定
期
運
行
し
て
い
る
Ｅ
Ｖ
・
自
動
運

転
バ
ス
に
乗
車
し
て
み
ま
し
た
。
振
動
を
抑
え

た
滑
ら
か
な
走
行
で
す
。
車
内
で
は
ク
イ
ズ
が

出
題
さ
れ
ま
し
た
。
自
動
運
転
車
が
自
車
の
位

置
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の
秘
密
ア
イ
テ
ム

が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
え
、
道
路
に
ア
レ
を
埋

め
る
？
　
ア
レ
で
す
か
！
　
体
験
乗
車
し
な
が

ら
驚
い
て
く
だ
さ
い
。

　e
M

ET
RO

M
O

BILIT
Y

T
O

W
N

で
様
々

な
未
来
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
るO

saka M
etro

は
、
万
博
に
も
出
展
し
ま
す
。「
大
阪
ヘ
ル
ス

ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
」
の
２
０
５
０
年
の
都
市
を

体
験
で
き
る
「
ミ
ラ
イ
の
都
市
」
ゾ
ー
ン
で
、

大
阪
の
交
通
の
未
来
に
出
会
え
ま
す
。

「さぁ、未来に会いに行
こう！」のフレーズのと
おり、様々な最新技術を
駆使して「未来」を体験
させてくれるテーマ
パークが、大阪・森ノ宮
に2025年10月19日
（日）までの期間限定で
登場しました。

https://emetro-mobilitytown.jp/

〒536-0025大阪府大阪市城東
区森之宮1丁目6
営業時間：10:00～18:00
休業日：木曜（原則※夏休み期間
や祝日は営業）、他臨時休業日あり
入場料：［通常期］大人（中学生
以上）1,600円、小学生800円

［繁忙期］大人（同）2,200円、
小学生1,100円
※休業日および通常期・繁忙期は公式

サイト「営業カレンダー」でご確認い
ただけます。

※「e METRO」アプリからの購入は最
大280円OFF

※未就園児は大人1人につき2人まで
入場無料です。

※障がい者料金あり
アクセス：Osaka 
Metro「森ノ宮」駅
④出口から徒歩約
10分
※駐車場はありません。

1 エントランス。当日券やデジタルチケッ
トの他、顔認証システムによる入場を体験
することもできます。

大阪・関西万博の会場最寄りの「夢洲」駅へ連れて行ってくれる
Osaka Metro 中央線新車両 400 系（模型）が出迎えてくれます。

2 ニュー・ワールド・シアター。「未来
の大阪」をプロジェクションマッピング
で見せてくれます。

3 キッズトレイン。乗りもの
の絵に色を塗ってスキャンす
ると、アニメ映像になって、
レースがスタート。自分で塗
り絵した未来の乗りものに

“ 乗って写真が撮れる ”、ＡＲ
フォトスポットもあります。

4 Osaka Metro の車両が
アトラクション施設になっ
ています。右の車両は引退
した20系車両を利用した
飲食・休憩スペース。場内
でフード、ドリンク、スイー
ツが販売されています。

5 6 ヒストリー・オブ・モビ
リティ。過去から未来へ、乗
りものの歴史と進化が車窓に
映し出されます。電車のシー
トに座って楽しめる、バー
チャル・タイムトラベルツ
アーです。

7 ＥＶカートサーキット。
静かに滑らかに走り、ス
ピード感も十分。小型カー
トは身長105㎝以上で乗車
可。お子様といっしょに、
わくわくするレーシング体
験を楽しめます。（別料金）

　
過

去

から未来へ

■1

■2

■4

■7

■3

場内を定期的に

走行します。

ＥＶ・自動運転

バスに乗れます！

■6

■5

⑧

6

   



シューカ（蹴鹿）くん
Shuka Kun

奈良クラブ

性　別

誕生日

特　技

男の子

2024 年 10 月 13 日

サッカー、お絵かき、ダンス etc

1匹のシカがロートフィールド奈良を散歩
をしていると、奈良クラブがJリーグ昇格
を決めた瞬間を目撃。それを機に奈良ク
ラブサポーターになったシカは奈良クラ
ブの試合を度々観戦するようになり、あ
る日、いつものように観戦していると空
からボールが飛んできて、シカの頭にぶ
つかった！次に目を開けた時からサッ
カー大好きなシカは、シューカ（蹴鹿）
くんとして生まれ変わったのです！奈良
クラブが大好きなシューカくん、今日も
勝利を願って奈良クラブを応援します！

郷
土
愛
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た

奈
良
県
生
ま
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

ゆ
る
〜
く
、の
ん
び
〜
り
ご
紹
介
！

シューカくんはまだ生まれて間もない シューカくんは奈良の全てを応援！
シューカくんは奈良クラブの応援だけでなく、奈良県の
いろんなイベントに参加しています。
見かけたら声をかけてね～！

背番号は

奈良クラブができた

1991
（年）

奈良マラソンも
応援に来ました！

まだまだ謎
が多

い

シューカくん

▼オンラインショップは
　こちらから 〒636-0815

生駒郡三郷町勢野北5丁目5番85
TEL 0745-43-6891
FAX 0745-43-6589
駐車場あり（有料）

奈良県内小学生よりデザインを公募した655作品から
奈良クラブが最終候補3作品を選定し、その中から一般
投票で決定しました。そして2024年10月13日、
ホームゲーム明治安田Ｊ３リーグ第32節FC大阪戦に
てお披露目式を行いました。
シューカくんは奈良クラブ、そして奈良をさらに盛り
上げるために活躍してくれます。
シューカくんと奈良クラブの物語はこれから始まって
いきます！今年はJ2昇格を全力で応援します！

すきなたべものは
しかせんべいだよ！

今回は奈良クラブの
キャラクター！

2023 年 1 月に完成した奈良クラブの練習拠
点、クラブハウスでありながら使う人を選ばな
い施設が特徴です。 サッカーやフットサルグ
ラウンドのレンタルはもちろんのこと、運動を
するしないに問わず、地域の祭りや防災拠点な
どさまざまな人が利用できる施設です。ホーム戦でのオフィシャルショップや奈良ク

ラブのオンラインショップなどで購入ができ
るシューカくんグッズも見逃せない！

バンビシャス奈良を応援

人工芝のサッカー場２面とフットサル場１面があるよ！

僕はここに住んでいるよ！

僕はどこから
やって来たの？

ナニモノ？

漢字が
かっこいい！

シューカくんの
これ がおすすめ

ナラディーア

シューカくんグッズ販売中！

ぼくのこと

知ってる？

©NARA CLUB

メモ帳 ぬいぐるみ リボンマグネット
ドロップ7



　
競
馬
や
馬
術
競
技
、
時
代
劇
な
ど
を
見

て
、
人
馬
一
体
、
巧
み
に
馬
を
乗
り
こ
な

せ
た
ら
ス
テ
キ
っ
！
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。「
な
い
」
と
い
う
人
も
想
像

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
馬
の
背

に
揺
ら
れ
て
散
歩
す
る
森
の
小
道
や
、
い

つ
も
よ
り
高
い
と
こ
ろ
か
ら
眺
め
る
景
色

を
。
気
持
ち
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。

　
そ
ん
な
想
像
を
叶
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
生
駒
市
側
か
ら
大
阪
・
奈

良
の
府
県
境
に
あ
る
暗
峠
に
向
か
っ
て

上
っ
て
い
く
と
、
見
つ
け
ま
し
た
、「
生
駒

ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
」
で
す
。

　
生
駒
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
は
嶺
本
雅
嗣
さ
ん

が
所
有
す
る
棚
田
を
改
修
し
て
、
２
０
２

４
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
馬
は

「
ナ
ッ
ツ
ち
ゃ
ん
」と「
シ
ヲ
リ
ち
ゃ
ん
」の
２

頭
が
い
ま
す
。

　
装
具
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安
全
ベ
ス
ト
、

手
袋
）
は
レ
ン
タ
ル
で
き
、
運
動
靴
で
な

く
て
も
長
靴
を
借
り
ら
れ
ま
す
。
空
い
て

い
れ
ば
予
約
な
し
も
歓
迎
。
初
め
て
で
も

気
軽
に
乗
馬
を
楽
し
め
ま
す
。

　
初
心
者
に
お
す
す
め
だ
と
い
う
お
っ
と

り
系
の
ナ
ッ
ツ
ち
ゃ
ん
に
乗
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
高
い
。
揺
れ
る
。
で
も
、
の
ん

び
り
と
歩
い
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

お
互
い
に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
森
の
小

道
へ
。
次
に
道
路
へ
。
頬
に
あ
た
る
風
の

温
度
が
い
つ
も
と
違
う
気
が
し
て
き
ま
す
。

　
体
験
が
終
わ
る
こ
ろ
、
ひ
と
り
で
手
綱

を
操
っ
て
み
ま
し
た
。
ナ
ッ
ツ
ち
ゃ
ん
も

私
を
信
頼
し
て
く
れ
た
よ
う
で
、
思
う
と

お
り
に
歩
い
て
く
れ
ま
し
た
。

まずは装具をつけて簡単な説明を受けます。

馬は臆病な性格なので、はじめは怖がって山
道に入ることができなかったそうです。訓練を
重ねて今では気持ちよく歩いてくれます。

ナッツちゃんに鞍と鐙（あぶみ）をセット

最初はひき馬で敷地内を練習します。 慣れてきたところで森の中へと…

次は路上へ。じつは道路交通法で馬は、「軽車両」として認
められています。車の往来が少ない暗峠だからこそ実現で
きるようです。

車が来ても驚きません！きちんと訓練されています。
最後は敷地内で
ひとり乗りの練習です。

オーナーの嶺本さん（中央）と右が今回騎乗した
ナッツちゃん（8才）、左がシヲリちゃん（6才）

く
ら
が
り
と
う
げ
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●お問合せ

TEL：090-6730-0523
営業期間：10：00～16：00
定  休  日：不定休
E-mail：ikomahorse@gmail.com

 乗馬体験（4歳からできます）

10分：2,000円（敷地内）保険・税込 
30分：5,000円（敷地内＋敷地外）保険・税込
60分：10,000円（敷地内＋敷地外）保険・税込  
予約は電話又はメールで。じゃらんnetからも予約できます。

思った
より

大きい！

バランス感覚が

大事です！
ナッツです

よろしく！

高いよ～

癒される～

鞍（くら）

頭絡
（とうらく）

手綱
（たづな）

鐙
（あぶみ）

鞍下
（くらした）

簡単な操作方法
乗馬で使う主な馬装具

止める
手綱を両方引くと止まります。

歩く
両足のかかとで馬のお腹を

　軽く蹴ります。
曲がる

行きたい方の手綱を引きます。

頑張ったので

ご褒美！

乗れるか

ちょっと心配



　
競
馬
や
馬
術
競
技
、
時
代
劇
な
ど
を
見

て
、
人
馬
一
体
、
巧
み
に
馬
を
乗
り
こ
な

せ
た
ら
ス
テ
キ
っ
！
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。「
な
い
」
と
い
う
人
も
想
像

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
馬
の
背

に
揺
ら
れ
て
散
歩
す
る
森
の
小
道
や
、
い

つ
も
よ
り
高
い
と
こ
ろ
か
ら
眺
め
る
景
色

を
。
気
持
ち
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。

　
そ
ん
な
想
像
を
叶
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
生
駒
市
側
か
ら
大
阪
・
奈

良
の
府
県
境
に
あ
る
暗
峠
に
向
か
っ
て

上
っ
て
い
く
と
、
見
つ
け
ま
し
た
、「
生
駒

ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
」
で
す
。

　
生
駒
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
は
嶺
本
雅
嗣
さ
ん

が
所
有
す
る
棚
田
を
改
修
し
て
、
２
０
２

４
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
馬
は

「
ナ
ッ
ツ
ち
ゃ
ん
」と「
シ
ヲ
リ
ち
ゃ
ん
」の
２

頭
が
い
ま
す
。

　
装
具
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安
全
ベ
ス
ト
、

手
袋
）
は
レ
ン
タ
ル
で
き
、
運
動
靴
で
な

く
て
も
長
靴
を
借
り
ら
れ
ま
す
。
空
い
て

い
れ
ば
予
約
な
し
も
歓
迎
。
初
め
て
で
も

気
軽
に
乗
馬
を
楽
し
め
ま
す
。

　
初
心
者
に
お
す
す
め
だ
と
い
う
お
っ
と

り
系
の
ナ
ッ
ツ
ち
ゃ
ん
に
乗
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
高
い
。
揺
れ
る
。
で
も
、
の
ん

び
り
と
歩
い
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

お
互
い
に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
森
の
小

道
へ
。
次
に
道
路
へ
。
頬
に
あ
た
る
風
の

温
度
が
い
つ
も
と
違
う
気
が
し
て
き
ま
す
。

　
体
験
が
終
わ
る
こ
ろ
、
ひ
と
り
で
手
綱

を
操
っ
て
み
ま
し
た
。
ナ
ッ
ツ
ち
ゃ
ん
も

私
を
信
頼
し
て
く
れ
た
よ
う
で
、
思
う
と

お
り
に
歩
い
て
く
れ
ま
し
た
。
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こ
れ
は
業
平
歌
の
中
で
も
特
に
有
名

な
も
の
で
、
代
表
作
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
恋
人
が
失
踪
し
た
ち
ょ
う

ど
一
年
後
の
春
、
か
つ
て
と
も
に
過
ご

し
た
恋
人
の
家
を
訪
れ
、
そ
こ
に
相
手

の
面
影
す
ら
な
い
こ
と
を
確
か
め
て
詠

ん
だ
歌
で
あ
る 

※2

。「
月
（
は
昔
の
月
）

で
は
な
い
の
か
。
春
は
昔
の
春
で
は
な

い
の
か
。
私
だ
け
が
（
一
年
前
の
）
も

と
の
身
の
ま
ま
で
…
…
」
と
い
う
内
容

で
、
恋
人
も
自
然
（
月
・
春
）
も
、
何

も
か
も
が
時
を
進
め
て
い
く
中
で
、
自

分
一
人
が
昔
の
ま
ま
あ
の
日
に
囚
わ
れ

て
い
る
、
と
い
う
嘆
き
を
詠
ん
で
い
る
。

　
良
胤
法
師
は
、
こ
の
代
表
歌
の
一
部
を

そ
の
ま
ま
引
用
し
つ
つ
「
わ
が
身
ひ
と
つ
」

だ
け
が
朽
ち
る
と
詠
み
換
え
た
こ
と
で
、

「
た
と
え
身
は
朽
ち
て
も
、
あ
の
歌
に

よ
っ
て
〈
業
平
〉
の
名
は
不
朽
に
な
っ
た

の
だ
！
」
と
顕
彰
し
て
い
る
の
だ
。
実
に

業
平
愛
に
あ
ふ
れ
た
歌
で
あ
る
。

　
不
退
寺
の
歌
会
で
は
、
他
に
も
『
源

氏
物
語
』
の
内
容
を
詠
ん
だ
歌
な
ど
も

残
っ
て
い
る
。
心
動
か
さ
れ
た
作
品
や

そ
の
登
場
人
物
を
愛
し
、
ど
ん
な
断
片

的
な
痕
跡
に
で
も
近
づ
き
た
く
な
る
の

は
、
き
っ
と
普
遍
的
な
感
情
な
の
だ
。

数
百
年
も
昔
の
人
な
の
に
、
気
の
合
う

友
人
の
よ
う
な
親
し
み
を
感
じ
て
し
ま

う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

※
１
　
以
下
、
本
文
は
新
編
国
歌
大
観
に
拠
る
が
、
私
意
に
よ
っ

て
表
記
を
改
め
た
。

※
２
　
本
当
は
も
っ
と
や
や
こ
し
く
て
面
白
い
話
な
の
で
、
興
味

が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
『
伊
勢
物
語
』
四
段
を
読
ん
で
み
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
歌
中
の
助
詞
「
や
」
も
疑
問
／
反
語
で
解
釈
が

分
か
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
疑
問
」
と
し
て
お
く
。

　
近
鉄
線
新
大
宮
駅
か
ら
北
へ
進
む
と
、

在
原
業
平
建
立
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
・

不
退
寺
が
見
え
て
く
る
。
寺
門
を
く
ぐ

る
と
四
季
折
々
の
草
花
に
目
を
奪
わ
れ

る
。
三
百
種
を
超
え
る
椿
は
、
殊
に
美

し
い
。
本
堂
の
前
か
ら
多
宝
塔
に
向
か
っ

て
池
を
め
ぐ
る
と
、
業
平
詠
の
『
百
人

一
首
』『
伊
勢
物
語
』
歌
碑
が
置
か
れ
て

お
り
、
古
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
穏
や
か

な
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
代
で
も
業
平
を
慕
っ
て
こ
の
お
寺

を
訪
れ
る
人
は
後
を
絶
た
な
い
が
、
実

は
平
安
末
期
に
も
奈
良
へ
の
「
聖
地
巡

礼
」
が
流
行
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
藤

原
清
輔
は
柿
本
人
麻
呂
の
墓
が
あ
る
と

の
情
報
を
得
て
、
石
上
の
柿
本
寺
を
訪

ね
て
卒
塔
婆
を
立
て
て
い
る
。
ま
た
、

寂
蓮
法
師
は
大
和
国
を
彷
徨
し
、
殷
富

門
院
大
輔
と
在
原
寺
（
現
在
は
天
理
市

櫟
本
の
在
原
神
社
）
に
あ
る
「
中
将
の

垣
内
」
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
ま
る
で
史
跡
探
訪

サ
ー
ク
ル
の
よ
う
だ
。
い
ず
れ
も
『
百
人

一
首
』
に
歌
が
載
る
有
名
歌
人
だ
が
、
彼

ら
の
〈
古
典
〉
へ
の
憧
憬
は
、〈
現
地
〉

に
あ
る
痕
跡
を
発
見
す
る
た
め
に
奈
良
を

訪
れ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
に
違
い
な

い
。
こ
う
し
た
感
覚
は
私
た
ち
に
と
っ
て

も
共
感
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
草
庵
を
結
び
、
そ
こ
に
人
々
が
や
っ

て
き
て
和
歌
連
歌
を
楽
し
ん
で
い
た
ら

し
い
。「
在
中
将
の
建
て
」
た
こ
と
を
明

記
す
る
あ
た
り
か
ら
、
そ
こ
に
集
っ
て

い
た
の
は
在
原
業
平
に
惹
か
れ
た
人
々

だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
次
の
一
首
に

は
、
そ
ん
な
業
平
へ
の
思
慕
の
情
が
特

に
よ
く
表
れ
て
い
る
と
思
う
。

不
退
寺
に
て
人
人
六
首
の
歌
よ
み

侍
り
け
る
に
、
業
平
故
事
と
い
へ

る
こ
と
を

良
胤
法
師

苔
の
下
に
わ
が
身
ひ
と
つ
は
朽
ち
ぬ
れ
ど

春
や
昔
の
名
こ
そ
ふ
り
せ
ね

　

  

（
九
三
〇
）

　「
苔
の
下
」
は
お
墓
に
入
る
こ
と
で
、

「
死
ん
だ
後
、
あ
の
『
我
が
身
だ
け
』
は

朽
ち
果
て
て
し
ま
う
け
れ
ど
、『
春
や
昔

の
…
』
と
詠
ん
だ
名
声
こ
そ
は
古
び
る
こ

と
は
な
い
」
と
い
っ
た
内
容
の
歌
で
あ

る
。「
業
平
故
事
」
は
珍
し
い
歌
題
で
他

例
は
見
つ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
不
退
寺

で
の
歌
会
ゆ
え
に
業
平
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

歌
に
詠
み
込
む
こ
と
を
試
み
た
の
だ
ろ

う
。
歌
の
傍
線
部
分
か
ら
、
業
平
歌
を
踏

ま
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が

身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

（
古
今
集
・
七
四
七
）

穴井　潤 
［あない じゅん］
文学部国文学科講師。國學院大學文
学部日本文学科卒業、早稲田大学大
学院文学研究科人文科学専攻日本語
日本文学コース修士課程および博士後
期課程修了。博士（文学）。2024年4
月、本学着任。中古・中世文学を専門と
し、私家集（個人の歌集）を中心に、平
安時代後期の和歌を研究。撰歌・配列・
構成などの要素を検討することで、一つ
の私家集が編まれた背景や意図につい
て考察している。御子左家や平家の歌
人が研究の主な対象。論文「御子左家
私家集の系譜」「別本『忠盛集』と平経
盛―家集形態の時代性と忠盛敬仰の
意識―」など。

業平「ちはやふる～」の歌碑業平「ちはやふる～」の歌碑

紅葉に染まる不退寺の庭園紅葉に染まる不退寺の庭園

山茶花咲く冬の不退寺山茶花咲く冬の不退寺

不退寺山門不退寺山門

　
と
こ
ろ
で
、
京
の
人
々
が
史
跡
探
訪

を
楽
し
ん
で
い
る
一
方
で
、
奈
良
在
住

の
人
々
も
ま
た
、
歌
を
詠
む
た
め
に
和

歌
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
活
動
し
て
い

た
。
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
に
成
立

し
た
私
撰
集
『
楢
葉
和
歌
集
』（
以
下『
楢

葉
集
』）
の
中
に
は
、
興
福
寺
僧
を
中
心

に
、
様
々
な
寺
社
で
歌
会
が
行
わ
れ
て

い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

残
念
な
こ
と
に
そ
う
し
た
歌
会
資
料
は

他
に
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、

ど
の
よ
う
な
人
々
が
ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
活
動
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な

い
。
そ
の
『
楢
葉
集
』
の
中
に
は
不
退

寺
で
詠
ま
れ
た
歌
も
残
っ
て
い
る
。
中

で
も
、
鎌
倉
初
期
ご
ろ
に
文
芸
愛
好
家

の
僧
が
集
い
、
歌
会
を
行
っ
て
い
た
様

子
は
興
味
深
い
。

在
中
将
の
建
て
侍
り
け
る
不
退
寺
と
い

ふ
所
に
、
法
橋
章
信
、
草
の
庵
む
す
び

て
す
み
侍
り
け
れ
ば
、
人
々
つ
ね
に
ま

か
り
て
歌
よ
み
連
歌
な
ど
し
て
あ
そ
び

侍
り
け
る
に
、
故
宮
花
と
い
へ
る
事
を

よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
六
四
）※1

　
こ
の
詞
書
（
和
歌
の
状
況
説
明
文
）
に

よ
る
と
、
法
橋
章
信
な
る
人
物
が
不
退
寺

な
ら
の
は 

わ  

か 

し
ゅ
う
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こ
れ
は
業
平
歌
の
中
で
も
特
に
有
名

な
も
の
で
、
代
表
作
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
恋
人
が
失
踪
し
た
ち
ょ
う

ど
一
年
後
の
春
、
か
つ
て
と
も
に
過
ご

し
た
恋
人
の
家
を
訪
れ
、
そ
こ
に
相
手

の
面
影
す
ら
な
い
こ
と
を
確
か
め
て
詠

ん
だ
歌
で
あ
る 

※2

。「
月
（
は
昔
の
月
）

で
は
な
い
の
か
。
春
は
昔
の
春
で
は
な

い
の
か
。
私
だ
け
が
（
一
年
前
の
）
も

と
の
身
の
ま
ま
で
…
…
」
と
い
う
内
容

で
、
恋
人
も
自
然
（
月
・
春
）
も
、
何

も
か
も
が
時
を
進
め
て
い
く
中
で
、
自

分
一
人
が
昔
の
ま
ま
あ
の
日
に
囚
わ
れ

て
い
る
、
と
い
う
嘆
き
を
詠
ん
で
い
る
。

　
良
胤
法
師
は
、
こ
の
代
表
歌
の
一
部
を

そ
の
ま
ま
引
用
し
つ
つ
「
わ
が
身
ひ
と
つ
」

だ
け
が
朽
ち
る
と
詠
み
換
え
た
こ
と
で
、

「
た
と
え
身
は
朽
ち
て
も
、
あ
の
歌
に

よ
っ
て
〈
業
平
〉
の
名
は
不
朽
に
な
っ
た

の
だ
！
」
と
顕
彰
し
て
い
る
の
だ
。
実
に

業
平
愛
に
あ
ふ
れ
た
歌
で
あ
る
。

　
不
退
寺
の
歌
会
で
は
、
他
に
も
『
源

氏
物
語
』
の
内
容
を
詠
ん
だ
歌
な
ど
も

残
っ
て
い
る
。
心
動
か
さ
れ
た
作
品
や

そ
の
登
場
人
物
を
愛
し
、
ど
ん
な
断
片

的
な
痕
跡
に
で
も
近
づ
き
た
く
な
る
の

は
、
き
っ
と
普
遍
的
な
感
情
な
の
だ
。

数
百
年
も
昔
の
人
な
の
に
、
気
の
合
う

友
人
の
よ
う
な
親
し
み
を
感
じ
て
し
ま

う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

※
１
　
以
下
、
本
文
は
新
編
国
歌
大
観
に
拠
る
が
、
私
意
に
よ
っ

て
表
記
を
改
め
た
。

※
２
　
本
当
は
も
っ
と
や
や
こ
し
く
て
面
白
い
話
な
の
で
、
興
味

が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
『
伊
勢
物
語
』
四
段
を
読
ん
で
み
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
歌
中
の
助
詞
「
や
」
も
疑
問
／
反
語
で
解
釈
が

分
か
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
疑
問
」
と
し
て
お
く
。

　
近
鉄
線
新
大
宮
駅
か
ら
北
へ
進
む
と
、

在
原
業
平
建
立
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
・

不
退
寺
が
見
え
て
く
る
。
寺
門
を
く
ぐ

る
と
四
季
折
々
の
草
花
に
目
を
奪
わ
れ

る
。
三
百
種
を
超
え
る
椿
は
、
殊
に
美

し
い
。
本
堂
の
前
か
ら
多
宝
塔
に
向
か
っ

て
池
を
め
ぐ
る
と
、
業
平
詠
の
『
百
人

一
首
』『
伊
勢
物
語
』
歌
碑
が
置
か
れ
て

お
り
、
古
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
穏
や
か

な
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
代
で
も
業
平
を
慕
っ
て
こ
の
お
寺

を
訪
れ
る
人
は
後
を
絶
た
な
い
が
、
実

は
平
安
末
期
に
も
奈
良
へ
の
「
聖
地
巡

礼
」
が
流
行
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
藤

原
清
輔
は
柿
本
人
麻
呂
の
墓
が
あ
る
と

の
情
報
を
得
て
、
石
上
の
柿
本
寺
を
訪

ね
て
卒
塔
婆
を
立
て
て
い
る
。
ま
た
、

寂
蓮
法
師
は
大
和
国
を
彷
徨
し
、
殷
富

門
院
大
輔
と
在
原
寺
（
現
在
は
天
理
市

櫟
本
の
在
原
神
社
）
に
あ
る
「
中
将
の

垣
内
」
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
ま
る
で
史
跡
探
訪

サ
ー
ク
ル
の
よ
う
だ
。
い
ず
れ
も
『
百
人

一
首
』
に
歌
が
載
る
有
名
歌
人
だ
が
、
彼

ら
の
〈
古
典
〉
へ
の
憧
憬
は
、〈
現
地
〉

に
あ
る
痕
跡
を
発
見
す
る
た
め
に
奈
良
を

訪
れ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
に
違
い
な

い
。
こ
う
し
た
感
覚
は
私
た
ち
に
と
っ
て

も
共
感
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
草
庵
を
結
び
、
そ
こ
に
人
々
が
や
っ

て
き
て
和
歌
連
歌
を
楽
し
ん
で
い
た
ら

し
い
。「
在
中
将
の
建
て
」
た
こ
と
を
明

記
す
る
あ
た
り
か
ら
、
そ
こ
に
集
っ
て

い
た
の
は
在
原
業
平
に
惹
か
れ
た
人
々

だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
次
の
一
首
に

は
、
そ
ん
な
業
平
へ
の
思
慕
の
情
が
特

に
よ
く
表
れ
て
い
る
と
思
う
。

不
退
寺
に
て
人
人
六
首
の
歌
よ
み

侍
り
け
る
に
、
業
平
故
事
と
い
へ

る
こ
と
を

良
胤
法
師

苔
の
下
に
わ
が
身
ひ
と
つ
は
朽
ち
ぬ
れ
ど

春
や
昔
の
名
こ
そ
ふ
り
せ
ね

　

  

（
九
三
〇
）

　「
苔
の
下
」
は
お
墓
に
入
る
こ
と
で
、

「
死
ん
だ
後
、
あ
の
『
我
が
身
だ
け
』
は

朽
ち
果
て
て
し
ま
う
け
れ
ど
、『
春
や
昔

の
…
』
と
詠
ん
だ
名
声
こ
そ
は
古
び
る
こ

と
は
な
い
」
と
い
っ
た
内
容
の
歌
で
あ

る
。「
業
平
故
事
」
は
珍
し
い
歌
題
で
他

例
は
見
つ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
不
退
寺

で
の
歌
会
ゆ
え
に
業
平
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

歌
に
詠
み
込
む
こ
と
を
試
み
た
の
だ
ろ

う
。
歌
の
傍
線
部
分
か
ら
、
業
平
歌
を
踏

ま
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が

身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

（
古
今
集
・
七
四
七
）

穴井　潤 
［あない じゅん］
文学部国文学科講師。國學院大學文
学部日本文学科卒業、早稲田大学大
学院文学研究科人文科学専攻日本語
日本文学コース修士課程および博士後
期課程修了。博士（文学）。2024年4
月、本学着任。中古・中世文学を専門と
し、私家集（個人の歌集）を中心に、平
安時代後期の和歌を研究。撰歌・配列・
構成などの要素を検討することで、一つ
の私家集が編まれた背景や意図につい
て考察している。御子左家や平家の歌
人が研究の主な対象。論文「御子左家
私家集の系譜」「別本『忠盛集』と平経
盛―家集形態の時代性と忠盛敬仰の
意識―」など。

業平「ちはやふる～」の歌碑業平「ちはやふる～」の歌碑

紅葉に染まる不退寺の庭園紅葉に染まる不退寺の庭園

山茶花咲く冬の不退寺山茶花咲く冬の不退寺

不退寺山門不退寺山門

　
と
こ
ろ
で
、
京
の
人
々
が
史
跡
探
訪

を
楽
し
ん
で
い
る
一
方
で
、
奈
良
在
住

の
人
々
も
ま
た
、
歌
を
詠
む
た
め
に
和

歌
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
活
動
し
て
い

た
。
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
に
成
立

し
た
私
撰
集
『
楢
葉
和
歌
集
』（
以
下『
楢

葉
集
』）
の
中
に
は
、
興
福
寺
僧
を
中
心

に
、
様
々
な
寺
社
で
歌
会
が
行
わ
れ
て

い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

残
念
な
こ
と
に
そ
う
し
た
歌
会
資
料
は

他
に
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、

ど
の
よ
う
な
人
々
が
ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
活
動
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な

い
。
そ
の
『
楢
葉
集
』
の
中
に
は
不
退

寺
で
詠
ま
れ
た
歌
も
残
っ
て
い
る
。
中

で
も
、
鎌
倉
初
期
ご
ろ
に
文
芸
愛
好
家

の
僧
が
集
い
、
歌
会
を
行
っ
て
い
た
様

子
は
興
味
深
い
。

在
中
将
の
建
て
侍
り
け
る
不
退
寺
と
い

ふ
所
に
、
法
橋
章
信
、
草
の
庵
む
す
び

て
す
み
侍
り
け
れ
ば
、
人
々
つ
ね
に
ま

か
り
て
歌
よ
み
連
歌
な
ど
し
て
あ
そ
び

侍
り
け
る
に
、
故
宮
花
と
い
へ
る
事
を

よ
め
る
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急
速
に
進
化
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。最
新
の
ト
レ
ン

ド
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
解
説
し
、
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

知
の
羅
針
盤

生
成
A
I
は
、
模
倣
か
創
造
か
？

　

近
年
AI
技
術
の
進
化
に
よ
り
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
を
自
動
生
成
す
る
ツ
ー
ル
が
急

速
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の

と
し
て
前
号
で
紹
介
し
た
「A

d
o

b
e 

Firefly

」
や
「C

anva

」
の
AI
デ
ザ
イ
ン

ツ
ー
ル
、D

A
LL·E

、M
idjourney

な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル

は
、
テ
キ
ス
ト
入
力
に
よ
る
画
像
生
成
、

デ
ザ
イ
ン
の
提
案
な
ど
、
多
様
な
機
能
を

提
供
し
、
デ
ザ
イ
ン
ス
キ
ル
を
持
た
な
い

一
般
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

ま
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　AI
デ
ザ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
利
点
と
し
て
、

作
業
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
特
に
、
短
時
間
で
高
品
質
な
ビ

ジ
ュ
ア
ル
案
を
多
数
作
成
で
き
る
点
は
、

方
向
性
を
探
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
形
作
る
段

階
で
サ
ン
プ
ル
用
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
統
計
的
な
手
法
で
は
独

創
性
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
著
作
権
保

証
の
問
題
、
AI
が
参
照
す
る
デ
ー
タ
の
倫

理
的
な
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ド
イ
ツ
の
思
想
家
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
は
「
私
た
ち
は
、
手
で
考
え
、
足

で
思
う
よ
う
な
境
地
に
至
る
ま
で
努
カ
を

続
け
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
行
動

を
伴
っ
て
感
情
に
働
き
か
け
る
こ
と
の
重

要
性
を
説
き
ま
し
た
。
陶
芸
家 

河
井
寛
次

郎
は
、
手
仕
事
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

機
能
美
を
追
究
す
る
民
藝
運
動
の
中
で
、

そ
の
作
品
に
「
手
考
足
思
」
と
い
う
言
葉

を
残
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
創
作
は
知
的
活
動
で
あ
る
と
同
時
に
、

生
身
の
身
体
感
覚
や
あ
る
種
の
直
観
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
AI
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
ど
の
よ
う

に
共
創
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。
AI
を
補
助
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
な
が
ら
も
、
人
な
ら
で
は
の
創
造
性

を
吹
き
込
め
る
か
が
鍵
と
な
る
で
し
ょ
う
。

生成AIの特長であるText to Imageでグラフィックデザインサンプルを生成
するAdobe Expressを使用して、ヒップホップとロックイベントのポス
ターを作成しました。 経験やスキルを補って実用的なデザインが起こせ、著
作権保証もある便利なツールですが、ステレオタイプな印象は拭えません。

W
ho created it?

　
卯
月
か
ら
皐
月
、
明
る
い
林
縁
で
う
つ
む
き
加
減
に
白
い

花
を
咲
か
せ
る
木
が
あ
り
ま
す
。
卯
の
花
（
ウ
ツ
ギ
）
で
す
。

５
枚
の
花
弁
に
包
ま
れ
た
雄
し
べ
の
「
や
く
」
は
淡
い
黄
色

を
し
て
い
ま
す
。

　
卯
の
花
と
そ
の
色
は
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
た
よ
う
で
、『
万

葉
集
』『
枕
草
子
』
に
も
登
場
し
ま
す
。「
五
月
山
　
卯
の
花

月
夜
　
霍
公
鳥
　
聞
け
ど
も
飽
か
ず
　
ま
た
鳴
か
ぬ
か
も
」

（
万
葉
集
）
と
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
初
夏
の
月
夜
を
美
し
く

演
出
す
る
色
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
豆
腐
の
搾
り
か
す
「
お
か
ら
」
を
「
卯
の
花
」
と
呼
び
ま

す
が
、
そ
の
清
楚
な
白
さ
を
想
像
し
て
い
る
う
ち
に
、
伊
勢

屋
豆
腐
店
を
訪
ね
た
く
な
り
ま
し
た
。
１
９
７
３
年
の
創
業

以
来
、「
医
食
同
源
。
自
然
に
あ
る
も
の
で
し
か
作
ら
な
い
」

と
い
う
信
念
で
豆
腐
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
絹
、
木
綿
、
揚
げ
は
そ
れ
ぞ
れ

数
種
類
あ
り
、
ざ
る
と
う
ふ
、
黒

胡
麻
と
う
ふ
、
青
大
豆
と
う
ふ
、

だ
だ
ち
ゃ
豆
と
う
ふ
、
生
ゆ
ば
、

卯
の
花
、
豆
乳
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が

並
び
ま
す
。
ど
れ
も
、
信
頼
で
き

る
契
約
栽
培
の
国
産
大
豆
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

　「
安
心
、
安
全
、
本
物
の
材
料
を

使
っ
た
豆
腐
を
毎
日
お
い
し
く
食

べ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
店
主
の

西
村
富
士
男
さ
ん
。
勧
め
ら
れ
る

ま
ま
に
、そ
っ
と
口
に
運
ぶ
と
、「
お

豆
の
甘
み
が
！
」
と
感
動
が
広
が

り
ま
し
た
。
素
材
の
チ
カ
ラ
と

職
人
の
ワ
ザ
が
成
せ
る
美
味
。

恋
し
く
な
る
豆
腐
で
す
。

清
楚
な
色
に
誘
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　伊
勢
屋
豆
腐
店
へ

住　所 五條市田園4丁目9-8
ＴＥＬ 0747-25-0330
営業時間 9:00～18:00
定休日 水・木・日曜日

（木曜は午後から営業します）
駐車場 店前にあり（4台）
http://iseya10210.jp/

伊勢屋豆腐店

色
奈良の歴史・文化・風景とつながる
日本の伝統　　を紹介します。

奈良色十色08 卯の花色
う はな いろ

初夏の新緑に映える白

伊勢屋豆腐店の「ざるとうふ（大）」は両手にズッシリ。
大豆の味がするって贅沢です。

座布団あげ 生ゆば 本にがり木綿豆魂本にがり絹とうふ

揚げ出し豆腐 黒胡麻絹とうふ

卯
の

花
って
こんな花

卯
の

花
って
こんな花

卯
の

花
って
こんな花

卯
の

花
って
こんな花

た
べたらこう

な
る

た
べたらこう

な
る

た
べたらこう

な
る

た
べたらこう

な
る

西村富士男さん・利江さん夫妻
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慣
れ
な
土
地
で
の
生
活
や
厳
し
い
父
母
会
の

掟
、
息
子
の
激
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る

身
体
の
変
化
な
ど
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し

な
が
ら
逆
境
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

　
高
校
野
球
の
世
界
、
特
に
強
豪
校
と
い

わ
れ
る
学
校
が
ど
れ
だ
け
厳
し
く
複
雑
で

あ
る
か
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
て
、
こ

こ
ま
で
書
い
て
大
丈
夫
か
と
心
配
に
な
る

ほ
ど
で
す
。

　
こ
の
本
は
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
小
説
で
は
な

く
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
と
し
て
深
い
感
動

を
与
え
て
く
れ
る
作
品
で
、
学
生
時
代
に
部

活
を
し
て
い
た
人
や
、
部
活
を
頑
張
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
を
持
つ
親
な
ら
必
ず
共
感
で
き

る
部
分
が
あ
り
、
改
め
て
家
族
の
大
切
さ
を

実
感
で
き
る
素
晴
ら
し
い
一
冊
で
す
。

　
本
作
は
「
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
人
生

の
中
で
、
な
ぜ
、
こ
の
人
生
だ
っ
た
の
か
？
」

を
テ
ー
マ
に
描
か
れ
る
短
篇
集
で
あ
る
。

　
表
題
「
富
士
山
」
は
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ

で
出
会
っ
た
男
・
津
山
と
の
結
婚
を
考
え
て

い
る
加
奈
が
主
人
公
。
し
か
し
彼
と
の
旅
行

中
に
起
こ
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
き
っ
か
け
に
、

二
人
は
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
う
。
時
が
流
れ
、

あ
る
事
件
の
速
報
を
聞
い
た
加
奈
は
、
津
山

が
ど
の
よ
う
な
人
間
で
あ
っ
た
か
、
改
め
て

向
き
合
っ
て
い
く
…
。
な
ぜ
あ
の
時
こ
の
選

択
を
し
た
の
か
。
も
う
一
方
を
選
ん
で
い
れ

ば
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
？
　
誰
も
が
一
度

は
考
え
た
こ
と
が
あ
る
問
い
だ
ろ
う
。
そ

し
て
こ
の
問
い
は
、
し
ば
し
ば
後
悔
や
迷

い
と
と
も
に
や
っ
て
く
る
。「
富
士
山
」
と

２
篇
目
「
息
吹
」
で
は
、
現
実
に
対
し
て

つ
い
、‘
た
ら
れ
ば
’
を
考
え
て
し
ま
う
人

間
の
や
る
せ
な
さ
を
感
じ
る
。

　
し
か
し
、
た
っ
た
５
ペ
ー
ジ
の
間
で
温
か

な
気
持
ち
に
な
れ
る
「
手
先
が
器
用
」
を
は

じ
め
、
選
択
に
よ
る
好
転
も
あ
り
え
る
の
だ

と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
短
篇
集
は
教
え
て
く

れ
る
。
良
く
も
悪
く
も
人
は
選
択
を
し
て
生

き
て
い
く
。も
ち
ろ
ん
自
分
以
外
の
人
間
も
。

そ
の
選
択
が
、
家
族
、
友
人
、
も
し
く
は
赤

の
他
人
へ
波
及
し
て
、
共
鳴
し
て
現
在
が
で

き
て
い
く
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
え
て
、

決
し
て
必
然
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
再
確

認
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊
だ
。

　
こ
の
小
説
は
高
校
野
球
と
い
う
舞
台
を
通

じ
て
、
母
と
息
子
が
夢
を
追
い
か
け
る
姿
を

描
い
た
親
子
の
絆
と
挑
戦
の
物
語
で
す
。

　
主
人
公
の
秋
山
菜
々
子
は
、
働
き
な
が
ら

息
子
の
航
太
郎
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
航
太
郎
は
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
複

数
の
高
校
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
甲
子
園
常

連
高
校
を
倒
す
夢
を
も
っ
て
大
阪
の
新
興
校

を
選
択
し
ま
す
。
母
親
の
菜
々
子
も
、
息
子

の
夢
を
支
え
る
た
め
に
大
阪
に
移
住
し
、
不

啓林堂書店の外さない本棚 https://www.books-keirindo.co.jp/

アルプス席の母
早見和真 著
（小学館）

富士山
平野啓一郎 著

（新潮社）

かけがえのない「今」を考えさせる短篇集まったく新しい高校野球小説！
母親たちの熱闘甲子園！

【
啓
林
堂
書
店
奈
良
店
　
店
長
　
松
井
典
子
】

【
啓
林
堂
書
店
生
駒
店
　
店
長
　
渡
部
大
輔
】
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急
速
に
進
化
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。最
新
の
ト
レ
ン

ド
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
解
説
し
、
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

知
の
羅
針
盤

生
成
A
I
は
、
模
倣
か
創
造
か
？

　

近
年
AI
技
術
の
進
化
に
よ
り
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
を
自
動
生
成
す
る
ツ
ー
ル
が
急

速
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の

と
し
て
前
号
で
紹
介
し
た
「A

d
o

b
e 

Firefly

」
や
「C

anva

」
の
AI
デ
ザ
イ
ン

ツ
ー
ル
、D

A
LL·E

、M
idjourney

な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル

は
、
テ
キ
ス
ト
入
力
に
よ
る
画
像
生
成
、

デ
ザ
イ
ン
の
提
案
な
ど
、
多
様
な
機
能
を

提
供
し
、
デ
ザ
イ
ン
ス
キ
ル
を
持
た
な
い

一
般
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

ま
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　AI
デ
ザ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
利
点
と
し
て
、

作
業
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
特
に
、
短
時
間
で
高
品
質
な
ビ

ジ
ュ
ア
ル
案
を
多
数
作
成
で
き
る
点
は
、

方
向
性
を
探
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
形
作
る
段

階
で
サ
ン
プ
ル
用
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
統
計
的
な
手
法
で
は
独

創
性
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
著
作
権
保

証
の
問
題
、
AI
が
参
照
す
る
デ
ー
タ
の
倫

理
的
な
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ド
イ
ツ
の
思
想
家
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
は
「
私
た
ち
は
、
手
で
考
え
、
足

で
思
う
よ
う
な
境
地
に
至
る
ま
で
努
カ
を

続
け
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
行
動

を
伴
っ
て
感
情
に
働
き
か
け
る
こ
と
の
重

要
性
を
説
き
ま
し
た
。
陶
芸
家 
河
井
寛
次

郎
は
、
手
仕
事
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

機
能
美
を
追
究
す
る
民
藝
運
動
の
中
で
、

そ
の
作
品
に
「
手
考
足
思
」
と
い
う
言
葉

を
残
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
創
作
は
知
的
活
動
で
あ
る
と
同
時
に
、

生
身
の
身
体
感
覚
や
あ
る
種
の
直
観
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
AI
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
ど
の
よ
う

に
共
創
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。
AI
を
補
助
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
な
が
ら
も
、
人
な
ら
で
は
の
創
造
性

を
吹
き
込
め
る
か
が
鍵
と
な
る
で
し
ょ
う
。

生成AIの特長であるText to Imageでグラフィックデザインサンプルを生成
するAdobe Expressを使用して、ヒップホップとロックイベントのポス
ターを作成しました。 経験やスキルを補って実用的なデザインが起こせ、著
作権保証もある便利なツールですが、ステレオタイプな印象は拭えません。

W
ho created it?



乗馬体験

２０２５
大阪・関西万博

「
地
震
」か
ら
大
切
な
も
の
を
守
る

特
集
１

特集２

アウトドア遊び

悠
久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す

この製品は、FSC®認証材、再生資源、および
その他の管理原材料から作られています。
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いよいよ
 始まるよ！

　

大き
な背中でゆらゆらり


